
ふたたび水戸市民会館が桃源郷に。

昨年の夏、水戸芸術館音楽部門が企画し、水

戸市民会館で実施する演奏会企画の第一弾とし

て行われたコンゴのバンド『コノノNo.1』の演奏

会。電気親指ピアノの強烈なグルーヴに、会場全

体が揺れたあの一夜を、ご記憶の方も多いことで

しょう（コノノNo.1はその後アイスランドの歌姫ビ

ョークのニュー・アルバム『ヴォルタ』に参加する

など、さらなるブレイクを遂げています）。そしてお

待たせしました、シリーズ第二弾としてこの夏お届

けするのは、日本が世界に誇る歓喜と熱狂の音

楽集団、『渋さ知らズオーケストラ』です！

と、強気な感じで出てみましたが、正直、誇張

でもなんでもありません。昨年の1月にShibuya

O-EASTで行われたライヴＤＶＤ『渋旅初め』をご

覧いただければ、全音楽ジャンルを通じ「今、日

本が世界に誇れるもの」のリストの中に、渋さ知

らズは間違いなく入る、と実感できるはずです。

実は、この原稿を書くために、私はあらためてこ

のＤＶＤを観直したばかりなのですが、観るのは二

度目なのに、興奮で手の震えがおさまらないとい

う有様です。いったい、どうしてこのようなライヴ

が可能なのか。この、心の底からきりもなく湧き

上がる幸福感は、いったい何なのか。

渋さ知らズ、その歓喜のスパイラル

正直なところ「あとはとにかく聴いて、観てくだ

さい、そうすればなにもかもわかります」と言ってし

まいたいところです。この怪物的集団は、生半可

な言葉など飲み込んでしまう巨大さと、懐の深さを

備えています。しかしそれでも、なにかの手がかり

になることを望んで、言葉で彼らに迫ってみること

にしましょう。以下、彼らの歴史についての記述

は、陣野俊史『渋さ知らズ』（河出書房新社）を参

考とさせていただきました。

まず、そもそも「渋さ知らズ」とはいかなる音楽

ジャンルに属するのでしょうか。彼らを分類するほ

ど空しいことはないのですが、ひとまず、テーマと

アドリブをその音楽的基礎に置くという点で、彼ら

はジャズである、と無理やり定義することもできま

す。実際、グループの中心人物（本人によれば

「ダンドリスト」）である不破大輔は、結成当時気鋭

のジャズ・ベーシストとして活躍していましたし（も

ちろん現在も）、メンバーを見ても凄腕のジャズ・

ミュージシャンが何人も名を連ねています。しかし、

一般的なジャズ・グループと、「渋さ知らズ」は、そ

の出生からして全く違う様相を呈していました。渋

さ知らズが活動を開始したのは1989年ですが、そ

の母体となったのは、「発見の会」という劇団の

芝居の伴奏のために集まったミュージシャンたち

でした。当初から演劇と濃厚に関係があったこと

は、渋さ知らズのその後の活動を解く重要な鍵で

す。メンバーはジャズ系（テナーサックスの片山

広明ら）、ロック系（ベーシスト、ヒゴ ヒロシら）な

どさまざまな分野の人材が集まり、さらに楽器を演

奏しないセリフのみのメンバーも加わっていまし

た。さまざまなジャンルを包含し、シアトリカルな

側面も備えた「渋さ知らズ」の本質は、すでにこ

の時点で形成されていたのでした。

その後、ダンサー、舞踏、舞台美術（舞台上の

オブジェ等）を加え、多数のミュージシャンが頻繁

に出入りし、混沌としたアナーキーなステージを

繰り広げていたという初期の時代を経て、97年頃

には渋さ知らズにとって「第二世代」と呼ばれる若

手のミュージシャンが多数加わり、アンサンブル

はより整理され、洗練へと向かいます。それと機を

一にしてドイツのメールス・ジャズ祭に出演するな

どヨーロッパ公演を行って大評判となり、2001年

のフジ・ロック・フェスティバル初出演以降国内で

もブレイク、現在エイベックス・イオからＣＤやＤＶＤ

が発売されるなど、破竹の勢いで進撃中です。

彼らのステージはどのようなものでしょう？まず、

「渋さ知らズオーケストラ」は、「渋さ知らズ」の大

編成ヴァージョンであることを特記しておく必要が

あるでしょう。これに対し小編成の場合は「渋さチ

ビズ」となります。これらの総称として、「渋さ知ら

ズ」があるのです。

「渋さ知らズオーケストラ」の編成は、サックス、

トランペット、トロンボーンといったホーン・セクシ

ョンと、ギター、ベース、キーボード、ドラムス、パ

ーカッション等からなります（今回の公演において

音楽家は22人の予定）。いわばジャズのビッグ・

バンドという感じですが、音楽の内容はもちろん違

います。曲の大部分は不破大輔氏が書いていま

すが、どれも比較的短い、シンプルなテーマからな

っています。このテーマがユニゾンで奏されるの

ですが、これがなんとも覚えやすくて耳に残る、心

憎いものばかり。ライヴの最後に演奏され、観客

が一緒にコーラスする〈本多工務店のテーマ〉は

有名です。時に昭和歌謡か！というくらい下世話

なまでにキャッチーな曲もあって（〈火男〉など）楽

しいですが、一方で〈股旅〉のように、1970年代

のキース・ジャレットやチック・コリアもかくやとい

めくるめく音楽曼荼羅
ま ん だ ら

。至福の祝祭空間。
●８／１０（金）渋さ知らズオーケストラ
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「茨城の名手・名歌手たち 第18回」出演者
左から；Duo La Bilancia、桑名奈津子、大木 円

左から；ＤＶＤ『渋旅初め』（昨年の
Shibuya O-EASTでのライヴ。文中
参 照 ）［ エ イベックス・イオ
IOBD21035］／陣野俊史『渋さ知
らズ』（河出書房新社）＊以上２点を
はじめ、水戸芸術館内ミュージア
ム・ショップ「コントルポアン」にて、
渋さ知らズのＣＤ等多数発売中！

う叙情的かつ高揚感にあふれた名旋律も出てき

ます。こうしたテーマの後に、メンバーのアドリブ

が次々と現れるのですが、そのプレイはどれも壮

絶そのもの。バックに回るメンバーもさまざまに

絡んできますし、手に汗握る迫力です。しかし、テ

ーマ・メロディ部分のリズム・パターンがうねるよ

うなグルーヴでソロを支えているので、聴き手は

眉根を寄せてソロを聴くというより、いっそうの解

放感へと導かれていくのです。「ダンドリスト」の不

破氏は不思議な指揮ぶりで、アンサンブルを煽っ

たと思えば座ってにこにこしながらアドリブを聴い

ている。しかし、彼の手が一閃すると、アンサン

ブルはまったく違うリズムに瞬時にして切り替わ

り、別世界に突入していきます。この千変万化ぶ

りは「凄い」と唸るしかありません。いきなりボサ

ノヴァっぽくなったり、スカ・ビートになったり…。

やがて、ギターがジミ・ヘンドリックスやピート・コ

ージーをもっと過激にしたようなソロをくり広げ、

このままどこまで行くのか…と思っていると、いつ

の間にかテーマ・メロディを支えていたリズム・パ

ターンがじわじわ盛り上がっていて、あっと思った

時にはふたたびユニゾンのテーマになだれ込む！

尋常ではない盛り上がりと興奮です。しかもあくま

で音楽的。1曲の演奏時間はまちまちですが、長

いときは余裕で20分、30分！ジャズという音楽が

この世に初めて生まれてきたときの高揚感は、こ

ういうものだったのではないか、と思わせます。

そして、彼らの舞台は、音楽にとどまりません。

妖艶なドレスに身を包んだ2人の女性ダンサーズ

（ユニット名は「乳房知らズ」）が踊り、白塗りの舞

踏家たちが怪しく音楽にからみ、法被を着たふん

どし一丁の男が演歌口調で客席を煽り、そして舞

台の背景ではライヴ・ペインティングが行われ、ク

ライマックスでは巨大なオブジェが宙を舞う（舞台

監督＆美術の安部田保彦氏の存在は重要です）。

踊り・演劇・美術・大衆芸能、これらが音楽と共に

一つの舞台の中で渦巻き、歓喜のスパイラルとな

って熱狂へと客席を導いてゆくのです。2時間30

分に及ぶ彼らのライヴは、しかし終わってみるとあ

っという間。言葉の最高の意味での、至上のエ

ンタテインメントといえましょう。

渋さの中で、すべてはひとつになる

冒頭で私は渋さ知らズのことを「日本が世界に

誇る」と書きました。そう書いたのは、音楽とステ

ージのすばらしさもさることながら、異なるジャン

ルの音楽（ジャズ、ロック、ファンク、ワールド・ミュ

ージック、演歌等）や舞台を、おおらかに飲み込

んでしまうその懐の深さのためでもあります。さま

ざまな異文化を貪欲に吸収してきたこの日本とい

う国。「渋さ知らズ」は、そのような日本の特色の、

最良のあらわれのひとつだと言えないでしょうか。

いわばそれは、多種多様な音楽や文化がぐつぐつ

と煮えている巨大な鍋。素材一つ一つの味わい

をしっかり楽しめると同時に、それらすべての味わ

いが溶け合った極上のスープでもある…対立と緊

張が日常化しているこの地球上において、「渋さ

知らズ」のステージは、文化や価値観の違いを超

えた、人々がひとつに結ばれる夢を見させてくれ

るのです。さあ、8月10日、その夢を水戸市民会

館で、共に分かち合いましょう！

《矢澤》

水戸芸術館開館以来、毎年継続して開催し、今

年で第18回を迎える「茨城の名手・名歌手たち」。

今年は、管楽器・打楽器・声楽・器楽アンサンブル

各部門を対象に5月6日（日）にオーディションを

行い、6人（ソロ）と1組（器楽アンサンブル）が9

月8日（土）の本演奏会への出演を決めました。

（出演者・曲目の詳細は、同封のチラシをご参照く

ださい。）

オーディションから約4ヶ月、成長の歩みを止め

ない「名手・名歌手たち」は、一段と大きくなった

姿をステージで見せてくれるに違いありません。

演奏会は、ピアノ・デュオの華やかな響きで始

まります。Duo La Bilancia（第1ピアノ：長澤順さ

ん、第2ピアノ：清水美和さん）がラフマニノフ：2

台のピアノのための組曲第2番（抜粋）を演奏し

ます。実は昨年のこの企画で、長澤さんはオルガ

ニストとして、清水さんはピアニストとして、それぞ

れソロ出演されました。このお二人がどのような

デュオを聴かせてくれるのか、期待大です。

2番手はフルートの桑名奈津子さんで、尾高尚

忠：フルート協奏曲。オーディションでこの曲を演

奏し、その透明なフルートの音色と確かな技術が

高く評価され、審査委員の先生方から「本演奏会

でもぜひこの曲を」と熱望されました。本演奏会

では全曲がピアノ伴奏で演奏されます。

3番手はメゾ・ソプラノの大木円さん。ブラーム

スの歌曲とメノッティのアリアという構成はオーデ

ィション時と変わりませんが、ブラームスの歌曲を

2曲増やしての出演です。深々とした歌声と豊か

な声量で聴くブラームスの歌曲は格別ですが、一

転してメノッティでのオペラティックな表現もまた聴

き逃せません。

4番手はテューバの菅田真文さんで、ワイルダ

ー：テューバとピアノのための組曲第1番〈象のエ

フィー〉。この曲もオーディションで演奏され、審

査委員の先生方の強いリクエストにより本演奏会

でも取り上げていただくことになりました。小象の

かわいらしい物語をテューバがどう表現するか、と

ても楽しみです。

5番手はバリトンの小橋琢水さん。4年前

（2003年）の第14回に続き、2回目の出演です。

オーディションでは、ロッシーニ：〈セビリャの理髪

師〉から“私は町の何でも屋”を圧倒的な声量で

楽しく聴かせてくれましたが、本演奏会で取り上げ

るのはシューマン：歌曲集〈ミルテの花〉（抜粋）。

一転して、ドイツ・リートの繊細な心理的表現に耳

を傾けましょう。

6番手はフルートの大山真理佳さん。オーディシ

ョンでメシアンの〈黒つぐみ〉を演奏して高く評価

された大山さん、本演奏会ではさらにもう1曲、プ

ーランクの〈フルート・ソナタ〉を加え、近現代フラ

ンスのフルート音楽を堪能させてくれます。その多

彩なフルートの音色にご注目ください。

演奏会を締めくくるのは、ソプラノの財木麗子さ

ん。オーディションで歌い、清らかな歌声を響かせ

た“月に寄せる歌”（ドヴォルジャーク：歌劇〈ルサ

ルカ〉から）に、〈ジプシーの歌〉や〈愛の歌〉から

の歌曲を加え、ドヴォルジャークの歌の魅力をたっ

ぷりと聴かせてくれます。

個性豊かな出演者の顔ぶれに、変化にとんだ

多彩なプログラムが楽しめる演奏会になりそうで

す。司会は、オーディション審査委員長を務めた

畑中良輔氏。その名解説もあわせてお楽しみくだ

さい。次代の「名手・名歌手たち」の誕生を期待

しましょう。

《関根》

精鋭ぞろいの「名手・名歌手たち」によるガラ・コンサート！
●９／８（土）茨城の名手・名歌手たち第１８回 司会：畑中良輔
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「茨城の名手・名歌手たち 第18回」出演者
左から；菅田真文、小橋琢水、大山真理佳、財木麗子

ルツェルン・フェスティヴァル・
アカデミー（2005）より
Photo:Priska Ketterer

芸術作品の革新性

モーツァルトの生きた時代に、モーツァルトの音

楽はあまり知られていなかった。ベートーヴェンの

生きた時代に、ベートーヴェンの音楽はあまり知ら

れていなかった。マーラーの生きた時代に、マー

ラーの音楽はあまり知られていなかった。――そし

て現代。ブーレーズの生きる時代に、ブーレーズ

の音楽はあまり知られていない……。

優れた作曲家の作品は、時間を越え未来の聴

衆たちを魅了し続ける一方で、その作品が生み出

された同時代の聴衆には、なかなか受け入れら

れないということが、これまでの音楽史を紐解い

てみると分かります。現代作品は、それまでには

無かった新しい価値観や美的世界を追求すると

いう革新的・先進的な性質をもっているために、

同時代人がそれを鑑賞するためには、既存の価

値観や音楽の成り立ちについての理解などはい

ったん棚に上げ、新しい尺度を探さなくてはなら

ない場合が多いです。このように、同時代の聴

衆が現代作品を受け入れるためには、自由で革

新的な耳と精神が必要であるが故に、現代作品

は万人に愛されることが難しい存在なのだと思い

ます。しかし、そうだからと言って私達が、既にあ

る程度価値付けされた歴史的な作品の享受に終

始してしまい、現代作品は自分達のものではなく

未来の聴衆のためのものだからと片隅に追い払

ってしまうのは、あまりにもったいないことです。

なぜならば、優れた現代作品は、時代を映す鏡で

あり、人生の意味、死、希望など、命に関わる根

源的な問いに対する、現代人の探究の足跡が刻

印されていると考えるからです。芸術作品が宿命

として持つ革新性の背景には、現状では掴み得な

い自身の存在についてなどの根源的な謎を、新

しい次元に移行することでその答えを見つけたい

という、人類の切実な望みが託されていると思い

ます。したがって、私達が現代作品を前にして、

既存の価値観から新しい価値観へと発想をシフト

することは、未だ掴み得ぬ真理探究のためのひと

つの方策であると言えるのではないでしょうか。

つまり、私達は、現代作品の革新性に触れること

によって、今は分かっていない、「自分の存在とは

何なのか」、「生きること、死ぬことの意味とは何

なのか」といった根源的な問いに対する答えを探

すヒントがそこにはあるかもしれず、この点こそが、

私達が現代作品に接することの最大の意味なの

ではないかと筆者は考えます。

同時代作品を評価するということ、そしてブーレ

ーズ

芸術作品に限ったことではないですが、物事を

評価するために必要なのは客観性であり、当事者

からは距離を置いた、いわゆる傍観者の視点を持

たなくてはなりません。ところが、私達が生きる同

時代の作品を今日評価するということは、私達は

時代を共有する当事者以外の何者でもなく、距離

を置いた客観的な視点は持ち得ないために、とて

も難しいことであると言えます。したがって、現代

に活躍する作曲家の中で、一体誰が歴史に名を

残すのかを言い当てることは難しいことかもしれ

ません。しかし、少なくとも同じ時代に生きる人た

ちがどの作曲家を最も重要と考えているかという

ことは指摘できると思います。

そして、第二次世界大戦後、音楽の未来を切り

拓くために、先頭を走り続けてきた作曲家として、

最も重要な存在であると同時代の人々から評価さ

れているのが、フランス人のピエール・ブーレーズ

です。パリ音楽院でブーレーズに和声学を教えた

オリヴィエ・メシアンは、しばしばブーレーズと音楽

の未来について語り合ったそうです。ある時、ブ

ーレーズが「いったい誰が、誰が音楽がはまりこ

んでしまった問題から音楽を救い出すというのです

か。」と憤慨して語ったことに対して、「なんですっ

て、ブーレーズ、それはあなたですよ」とメシアンは

返答したという逸話があります。また、大戦後のフ

ランスといえば、現代西洋の知性を代表する思想

家達が多く輩出されているのですが、その中心人

物であるロラン・バルト、ミシェル・フーコー、ジル・

ドゥルーズという面々は皆、ブーレーズと親交を持

ち、その創作に一目を置いています。

前衛音楽の旗手

さて、戦後の前衛音楽の潮流の中で、ブーレー

ズがいかに重要な存在であったのかについて、

簡単にご紹介しようと思います。戦後の前衛音楽

の創作に大きな役割を果したのが、ドイツのダル

ムシュタット国際現代音楽祭でした。終戦の翌年

である1946年に、音楽学者のヴォルフガング・シ

ュタイネケの尽力により、まだ復興されていない

ダルムシュタットの街中の様々な建物を利用して

開始されました。この講習会は、単に作曲技法を

伝授するような性格のものではなく、新しい創作

の理念と手段の開拓が目的とされました。講習会

では20世紀前半の作曲家や技法が順に取り上げ

られていき、最終的に若い世代の心を捉えたのは、

バルトークでもストラヴィンスキーでもヒンデミット

でも、さらにはシェーンベルクでもなく、ヴェーベ

ルンの音楽でした。その影響下に、メシアンが49

年のダルムシュタット滞在中に作曲したのが〈音

価と強度のモード〉です。シェーンベルクの案出

した十二音技法においては、音のパラメーターで

ある「音高」「音価（持続）」「強度」「音色」のうち、

「音高」のみがセリー（列）の方法を適用すること

による組織化が実現されていました。ヴェーベル

ンの後期作品では「音高」に加え「音価」にセリ

ーの技法が用いられていて、この点がダルムシュ

タット世代の関心を惹きつけたのです。そして、メ

シアンは「音価」と「強度」のパラメーターまで、

セリー的な操作の領域を広げてみせたのです。ダ

ルムシュタットでこのメシアン作品を聴いた若き日

のブーレーズは多いに触発され、51年〈ポリフォニ

ーＸ〉、52年に〈構造I〉を発表します。ブーレーズ

のこれらの作品こそ、「音高」「音価（持続）」「強

度」「音色」という音のパラメーターのすべてがセ

リー的に扱われた最初の作品のひとつであり、こ

れらは全面的セリー音楽（セリー・アンテグラル、

もしくは、総音列主義）と呼ばれました。この技法

こそ、伝統的な調性音楽にかわり、新時代の音楽

を実現するための新しい作曲技法として期待さ

れ、50年代の前衛音楽の大きな潮流を作り出す

原動力となったものです。しかしこの方法は、強

度に数理的な合理性をもつ一方、そこから生み出

される表現は規格的となってしまうなどの欠点を

持つことが明らかとなり、60年代以降はあくまで

作曲家が選択し得る技法のひとつとして、創作の

主流からは外れていくことになりました。

それでは、全面的セリー音楽を乗り越えてブーレ

ーズはどのような音楽を創っていったのか？続きは

次号のvivo（9＆10月号）で紹介させていただき

たいと思います。どうぞお楽しみに！ 《中村》

ブーレーズの音楽（その１）――現代に生きる私達が、根源的な問いを前にして――
●９／１４（金）ブーレーズの肖像
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■水戸室内管弦楽団第６８回定期演奏会
（６月９日、１０日）

第65回定期演奏会以来1年ぶりの、指揮者を

おかないアンサンブルによるプログラム。今回は、

前半がヘンデル：〈合奏協奏曲集　作品6から 第

5番 ニ長調〉、C.P.E.バッハ：〈フルート協奏曲 ニ

短調 Wq.22〉（フルート独奏：工藤重典）、ボッケリ

ーニ：チェロ協奏曲 ニ長調 G.478〉（チェロ独奏：

趙
チョウ

靜
チン

）という18世紀の協奏曲3曲。そして後半は

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲 第13番 変ロ長調

作品130（弦楽合奏による）という大曲、と好対照

をなすプログラム構成。しかも前半の3曲もそれぞ

れに特徴的な作品であり、メンバーは長い時間を

かけて徹底的に練習し、最良の音楽をめざした。

前半3曲では、特に独奏者たちと合奏とのバラン

スに配慮が図られ、さまざまな配置が試された。

演奏会をご覧になられた方はお気づきの通り、ヘ

ンデルはＭＣＯ史上はじめて、チェロとチェンバロ

を除く全員が立って演奏した。ちなみにこの曲で

は、楽章配列も一部変えている。そして、ベートー

ヴェンの後期弦楽四重奏曲の中でも至難な作品を

弦楽合奏で演奏するにあたり、新しくＭＣＯメンバ

ーになった豊嶋泰嗣のコンサートマスターのもと、

メンバーはいっさいの妥協なく長時間にわたる練

習を行った。その成果は、多くのお客様から絶え

ることなく送られた拍手の熱さが、雄弁に証明して

いたといえるだろう。なお、6月9日には演奏会と

並行して、ＮＨＫ水戸放送局の協力により、千波湖

畔ふれあい広場にて大スクリーン・コンサートが実

施され、約1,800人の方々が鑑賞した。同時にこ

の日の演奏会は、ＮＨＫ茨城県域デジタル放送で

生中継されている。また6月7日には学生のため

の公開リハーサルを実施、水戸市内の小・中・高校

10校、約150人がリハーサルを見学した。《矢

澤》アンケートから●水戸に足を運んで2回目です

が、清れつな響きとすばらしいアンサンブルに魅了

されっ放しです。ホールもすばらしいです（愛媛県

八幡浜市：J.U.さん）●アンサンブルが圧巻でし

た！！いつもながらに感動致しました（千葉県佐倉

市：E.T.さん）●毎回、最初の音がひびくと空気が

変わって涙が出る。あっというまに2時間がすぎて

しまう。特に最初のヘンデルがよかった（無記名の

方）●フルートは、工藤さんみたいにじょうずにひ

けたらいいと思います（水戸市：M.H.さん10歳）

●チョウ・チンさんのチェロ協奏曲がよかったです。

演奏家と客席とオーケストラの三位一体の対話が、

とても素晴らしかったです（東茨城郡：Y.I.さん）●

とくにベートーヴェンがすばらしかった。豊嶋さん

の音色のリードが、全体をつつんでいて、今まで

で一番すばらしい演奏会でした（無記名の方）●

全てを包み込むような穏やかなカヴァティーナ！！

Quartettでは出せない持味だ。これを聴けただけ

でも至福の極みだ（水戸市：S.M.さん）

■水戸室内管弦楽団第６９回定期演奏会
（６月２３、２４日）

ゲスト・コンサートマスターにライナー・クスマウル

を迎えての演奏会。すでに5度目の共演となり、

クスマウルとMCOのメンバー達とは、もはや旧知

の仲とも言えそうなほどの親密ぶりだ。プログラム

は、ロッシーニの〈弦楽のためのソナタ 第1番〉、

ヴィオッティの〈ヴァイオリン協奏曲 第22番〉、モー

ツァルトの〈セレナード第6番『セレナータ・ノットゥル

ナ』〉、ハイドンの〈交響曲 第44番『悲しみ』〉の4

曲。ヴィオッティ作品の独奏はクスマウルが、モー

ツァルト作品の独奏はクスマウル（第1ヴァイオリン）、

潮田益子（第2ヴァイオリン）、今年6月から新メン

バーとなった川本嘉子（ヴィオラ）、ペトル・イウガ

（コントラバス）が務めた。ドイツ・オーストリア音楽

の伝統が培った、西洋の合理的な精神に裏付け

られた演奏表現と言うものを、クスマウルはMCO

の演奏に持ち込んでいるように思える。その結果、

とても調和のとれた、精巧で、しかし温かみのあ

る演奏というものが、創出されていると感じる。

6月21日には、水戸市内の小学生から大学生

までおよそ200名をコンサートホールに招いて、お

よそ1時間の公開リハーサルを実施した。なお、

ヴィオッティの演奏後、クスマウルがアンコール曲を

演奏した。作品名は次の通り。［23日］J.S.バッハ

〈無伴奏ヴァイオリン・パルティータ 第3番 ホ長調

BWV1006〉より“ガヴォット”、［24日］J.S.バッハ

〈無伴奏ヴァイオリン・ソナタ 第 1番 ト短調

BWV1001〉より第1楽章。また、開演に先立ち、

エントランスホールで工藤重典、水野信行をはじめ

とする管楽器奏者9名によりグノーの〈小交響曲

変ロ長調〉の抜粋が演奏された。《中村》アンケ

ートから●クスマウルさんは、すっかりおなじみに

なった感じですね。演奏は、輝くような音が哀調

を帯び、とてもすばらしかったです。（R.A.さん）●

ロッシーニでのコントラバスのソロがとてもよかっ

た。あんなに軽快に弾くことができるんですね！ハ

イドンがもう最高！もともと交響曲第44番は私の大

好きな曲なのですが、期待していたものの何百倍、

何千倍も素晴しかった。4楽章の間ずっと体が震

えていました。（T.N.さん）●第2ヴァイオリンとヴィ

オラが上手（舞台向かって右側）に配置されてお

りましたが、モーツァルトの曲を聞いて、彼がこの

古典配置にふさわしい、掛け合い的なユーモラス

な作曲をしていることが良く理解できました。CD

やDVDでは味わえない面白さでした。（水戸市：

S.K.さん）●とてもすばらしかったです。ライナー・

クスマウルさんのヴァイオリンは胸に迫ってくる感じ

がします。仕事などで嫌なことがあったりして落ち

こんだりしていても、MCOの皆さんの温かい演奏

を聞くと、幸せな気分になります。ありがとうござ

いました。（東京都文京区：H.N.さん）

最近の公演から
JUNE

1～4. 水戸室内管弦楽団　第68回定期演奏会　　5. 千波湖畔大スクリーン・コンサートの様子
6～8. 水戸室内管弦楽団　第69回定期演奏会（8.は開演前のミニ・コンサート）

1

2

3

4

5

6

7

8
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渋さを知らないジャズ

皆さんお久しぶりでございます。休んでいた

らあっという間に夏、夏の音楽といえばジャズで

しょう。え、夏といえばロック？ロック・イン・ジャ

パンはひたちなかでやるし、フジ・ロックもある

しサマーソニックも？そう、夏フェスはすっかりロ

ックで定着したよね。もちろんロック、いいんだ

けど、１０年くらい前までは、ジャズフェスが夏の

風物詩だったよな…。フジはフジでも、昔は「マ

ウント・フジ・ジャズ・フェスティヴァル」だったし。

ジョージ・アダムスのテナーが咆哮し、ドン・プー

レンのピアノが爆走して（遠い目）…。ひたちな

かジャズ・フェスティヴァルってのもあってさ、カサ

ンドラ・ウィルソンが歌ったんだよ。ハービー・ハ

ンコックも来るはずだったのに、台風でフェス自

体が流れてさ…（涙目）。

今や、ジャズって、「渋い大人の音楽」って雰囲

気だよね。しかし、本当にそうか？実はそれだけ

じゃなかったと思うんだ。こないだ、アメリカっぽ

い雰囲気を売りにしたレストランに行ったら、デ

ィキシーランド・ジャズがＢＧＭにかかっていた。

よく聴くとこれが凄いんだ。異常な盛り上がり。

盛り上がりを宿命づけられているかのような、つ

まり、日常の苦しみや悲しみを、全力で吹き飛ば

そうとしている束の間の祝祭。レコードには残

っていないけれど、ルイ・アームストロング全盛期

のソロなんて、延 ２々０分も続いたんだって？ジ

ャズとは、本来そういう音楽だったと思うし、そ

ういう部分はいまだ残っているはずだ。「渋さ知

らズ」という集団がなぜ自ら、「渋さ」を「知らな

い」と言うのか。つまりそれは、ジャズが「渋い」

音楽になってしまうことへの、ユーモアを込めた

抵抗だと思うんだ。

そんなわけで、ここから、僕の独断と偏見で

「渋さ知らズ」なジャズをご紹介したいと思いま

す。まあ、昔のジャズはだいたいみんな熱かった

けれど、中でも特に激熱で、しかも（ここが大事

だが）祝祭感を持ったものを。つまり、「幻想のジ

ャズ夏フェス」であります。どれもジャズ・ファン

の方々はよくご存知の名前ですが。

まずはなんといっても、テナー＆ソプラノ・サッ

クスのジョン・コルトレーン（１９２７～６７）！この人

を聴くとまさに激動の６０年代という感じだな

あ。ジャズが抵抗の音楽だった頃の、灼熱の祝

祭。〈マイ・フェイヴァリット・シングス〉を２０分も３

０分も、血管の切れそうなソロでひたすら吹き

まくるんだから、ジュリー・アンドリュースもびっく

りだ。２時間も３時間もライヴで吹きまくったあ

と、お客が楽屋を訪ねると、コルトレーンまだ吹

いていた！そして彼は４０歳で燃え尽きて世を去

ったのだった…。僕のおすすめは、最近復刻さ

れたばかりの『マイ・フェイヴァリット・シングス：

コルトレーン・アット・ニューポート』（インパルス、

輸入盤）。一曲目〈アイ・ウォント・トゥ・トーク・アバ

ウト・ユー〉後半の無伴奏ソロですでに鼻血が噴

出するのを感じるが、数ある中でも最高の名演

とされる〈マイ・フェイヴァリット・シングス〉には

もう昇天。さらにその後、ついに完全版として復

刻されたこれまた沸騰しまくりの〈インプレッシ

ョンズ〉が続くのだから、何をかいわんや。これ

でもまだ足りない方は、晩年の『ライヴ・イン・ジ

ャパン』をどうぞ。〈マイ・フェイヴァリット・シング

ス〉だけで１時間。死にます。演奏するほうも聴

くほうも。あ、コルトレーンの同僚だったピアニ

スト、マッコイ・タイナーの７０年代作『サハラ』も熱

いですよー。

マイルス・デイヴィス（１９２６～１９９１）。「えっ、マ

イルス・デイヴィスって、『カインド・オブ・ブルー』で

『いつか王子様が』で『マイ・ファニー・ヴァレンタ

イン』な、クール＆ビューティの人でしょう？」は

い、確かにそれもあります。しかし１９６９年から

７５年までのマイルス・デイヴィスは、それはそれ

は熱いのです。この時期マイルスは、「ジャズはこ

のままじゃいけねえ、ロックなど蹴散らす真のブ

ラック・ミュージックにならなくちゃいけねえ」と

考え、ロックやらファンクやらソウルやら、ブラッ

ク・ミュージックのあらゆるエッセンスをぶち込

んで大釜でぐらぐら煮立てたようなものすごい

サウンド・スケープを次から次へとぶちかまして

いた。一枚一枚アルバムの傾向がまるで違うが、

「祭り度」の高さということで言えばキース・ジャ

レットとチック・コリアのツイン・キーボードがうな

る『ライヴ・アット・フィルモア』、ファンク暴走族と

いうべき『ライヴ・イヴィル』、ヒップホップを先取

りした上シタールまで鳴りわたる『オン・ザ・コー

ナー』、燃え尽きて６年間の引退を余儀なくされ

る直前の、地獄（天国？）の蓋が開いたような壮

絶ジャパン・ライヴ『アガルタ』『パンゲア』あたり

だろうか。体力は要るが、ブラック・ミュージック

の桃源郷（もしくは魔境）めぐりとして一度は体

験されたい。ただし最初は『イン・ア・サイレン

ト・ウェイ』（テクノ＆アンビエント的にクール）、

『ビッチェズ・ブリュー』（豊穣なるブラック・ビュー

ティ宣言）、『ジャック・ジョンソン』（これぞマイル

スのロック）あたりから入るのが王道かな（以上

すべてソニー）。

アート・アンサンブル・オブ・シカゴ。１９６０年代

から活躍しているフリー・ジャズ・グループ。アフリ

カ濃度の高さという点では上記の２人を上回

る。トランペット、サックス類（やたら種類多し）、ド

ラム、パーカッション（めったやたらに種類多し）、

ベースという編成で、アフリカ部族風のボディ・ペ

インティングをして、めちゃくちゃファンキーなフ

リー・ジャズ。かなりアヴァンギャルドなことをや

っているのに、妙にお祭り感がある。ブリジット・

フォンテーヌの名盤『ラジオのように』に参加し

ていたりするが、僕が一番好きなのは７０年代末

から８０年代初頭にかけてＥＣＭレーベルに録音

していた頃。ライヴ『アーバン・ブッシュメン』（タ

イトル最高）もいいが、最高傑作は『フル・フォー

ス』ではないか。冒頭の壮大なフリー・ジャズ交

響楽〈マグ・ゼルマ〉から、突如ディキシー・ラン

ド・ジャズの記憶が甦る〈ケア・フリー〉になだれ

こむところは何度聴いても最高だ。

おおっと、もう字数がない。サン・ラとかオー

ネット・コールマンとか山下洋輔とか、最近だった

らメデスキ、マーティン＆ウッドとか、触れたい人

はいくらでもいるが、無念。そして言いたいのは、

もうお分かりでしょう、「渋さ知らズ」こそは、こ

うしたジャズ本来の「祭りの高揚感」を現代に

おいて未曾有のパワーで体現している、ってい

うこと！

＊nettama=ネットワークする猫、タマ。
芸術館のコンサートをサカナに
いろんなところへnettamaします。

マイルス・デイヴィス『アガルタ』［ソニー］
＊ジャケットは横尾忠則のデザイン！
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information

■チケットに関するお問い合わせ
…水戸芸術館チケット予約センター／029-231-8000

営業時間／9：30～18：00（月曜休館）

■公演内容や企画に関するお問い合わせ
…水戸芸術館音楽部門／029-227-8118

■【ATM便り】毎月１回茨城新聞に不定期登場。

■NHK-FM水戸「芸術よもやま話」金曜日 18：15頃～15分ほど。水戸周辺
83.2MHz、日立周辺84.2MHz。

■茨城放送「タッチ・ミー・イン・ザ・モーニング」内「タッチ・ザ・クラシック」毎週水
曜日・朝6：50頃から約10分間　水戸周辺1197KHz、土浦周辺1458KHz

■水戸市芸術祭　茨城交響楽団　水戸芸術館公演
９／２（日）１４：００開演　料金（全席指定）：Ａ席￥２，０００ Ｂ席￥１，５００
■茨城の名手・名歌手たち 第１８回
９／８（土）１８：００開演　料金（全席自由）：￥１，５００
■ピエール・ブーレーズの肖像
９／１４（金）１９：００開演　料金（全席指定）：一般￥４，０００ 学生（大学生以下）
￥１，０００ ペア券（限定１００組）￥７，０００
■第４６回あひる会合唱団定期演奏会
９／２３（日）１４：００開演　料金（全席自由）：一般￥１，５００ 高校生以下￥７００
■ＢＡＣＨのための４人 その３・Ｃｌａｒｉｔｙ（明晰さ）
ミリヤム・コンツェン 無伴奏ヴァイオリン・リサイタル

９／２８（金）１８：３０開演　料金（全席指定）：￥３，０００
マリオ・ブルネロ無伴奏チェロ・リサイタル［１０／６（土）］とのセット券￥６，０００

エントランスホール
■パイプオルガン プロムナード・コンサート
８／１１（土）１３：３０／１５：００ ８／２５（土）１３：３０／１５：００
（９月未定）
□〈夏休みスペシャル〉
８／２６（日）１２：００／１３：３０ オルガン：浅井美紀
入場無料　※演奏は各回２０分程度です。

ＡＣＭ劇場
■水戸市民演劇学校卒業公演『ロミオ・アンド・ジュリエット』
９／８（土）１９：００開演、９／９（日）１４：００開演　料金（全席自由）：￥１，５００
■第１１回水戸短編映像祭 ９／１５（土）～９／１７（月・祝）
※詳細はお問い合わせ下さい。 ＴＥＬ／０２９（２２７）８１１１（代）
■［ＢＡＣＨのための４人］関連企画・特別上映
映画『ロストロポーヴィチ 人生の祭典』 ９／２０（木）１９：００～２０：５５（プレトークあり）
料金（全席自由）：￥１，２００
※ミリヤム・コンツェン無伴奏ヴァイオリン・リサイタル［９／２８（金）］もしくはマリ
オ・ブルネロ無伴奏チェロ・リサイタル［１０／６（土）］のチケットと一緒に購入する
と￥２００引き
■友の会第４７回鑑賞会 ミュージカル『ラスト・ファイヴ・イヤーズ』
９／２２（土）１８：３０開演、９／２３（日）１４：００開演
料金（全席指定）：一般￥７，５００ 友の会一般会員￥６，５００

現代美術センター
■水戸市芸術祭　美術展覧会
□第２期【書・写真・デザイン・インスタレーション】
７／２５（水）～８／５（日）９：３０～１８：００（入場は１７：３０まで）
休館日：月曜日　入場無料
■「ひびのこづえの品品－たしひきのあんばい」展
８／１８（土）～１０／１４（日）９：３０～１８：００（入場は１７：３０まで）
休館日：月曜日ただし９／１７、９／２４（月・祝）は開館、翌９／１８、９／２５（火）は休館。
料金：一般￥８００ 前売・団体（２０名以上）￥６００
中学生以下・６５歳以上・各種障害者手帳をお持ちの方と付き添い１名は無料

水戸芸術館の主な８・９月のスケジュール

チケット・インフォメーション〈７月２８日（土）発売分〉

◎水戸室内管弦楽団第70回定期演奏会

11/10（土）18:30開演、11/11（日）14:00開演

料金（全席指定）：S席￥6,500 A席￥5,000 B席￥4,000

◎水戸室内管弦楽団第71回定期演奏会

11/24（土）18:30開演、11/25（日）14:00開演

料金（全席指定）：S席￥6,500 A席￥5,000 B席￥4,000

第70回と第71回のセット券（限定300セット）：S席￥12,000 A席￥9,000

※水戸芸術館のみの取り扱いです。

※水戸室内管弦楽団定期演奏会には、7月24日（火）より友の会維持会

員、7月25日（水）より友の会一般会員の先行電話予約がありますので、

7月28日（土）の一般発売の時点で券種によってはお客様のご希望に添

えない場合があります。予めご了承下さい。

これからの演奏会・残席情報
〇…残席あり（２０席以上） △…残席わずか（２０席未満） ×…残席なし 中央…中央
ブロック 左右・裏…左右ブロックおよびステージ裏　補助…補助席

◎渋さ知らズオーケストラ［会場：水戸市民会館］

8/10（金）……………………………………………………………○

◎茨城の名手・名歌手たち第18回 9/8（土）………………自由席○

◎ピエール・ブーレーズの肖像 9/14（金）……………中央○・左右○

◎映画『ロストロポーヴィチ 人生の祭典』 9/20（木）………自由席○

◎第46回あひる会合唱団定期演奏会 9/23（日）…………自由席○

◎ミリヤム・コンツェン 無伴奏ヴァイオリン・リサイタル

9/28（金）……………………………………………中央○・左右・裏○

◎マリオ・ブルネロ無伴奏チェロ・リサイタル

10/6（土）………………………………………………………………・中央△・左右・裏○

◎山口泉恵・弘中孝ピアノ・デュオ・リサイタル

10/8（月・祝）…………………………………………………自由席○

◎ATMアンサンブル第22回演奏会 10/16（火）…中央△・左右・裏○

◎班目加奈トランペット・リサイタル 10/28（日）……………自由席○

※7/4（水）現在の状況です。
※公演当日に残券がある場合、開演1時間前より水戸芸術館チケットカウ
ンターでお得な学生券を発売いたします。ご購入の際には学生証（記名
章）をお持ちください。公開セミナ－など、学生券のない公演もございます
ので、予めお問い合わせ下さい。
※固定席が売り切れ次第、補助席を販売いたします。

茨城の主な８・９月の演奏会　　※有料公演のみ

◆佐川文庫　 ＴＥＬ／０２９（３０９）５０２０
■サロンコンサート リサ・ユイ ピアノ・リサイタル ８／４（土）１８：００開演

◆茨城県民文化センター　 ＴＥＬ／０２９（２４１）１１６６
■馬高彦・二胡コンサート ９／２４（月・祝）１４：００開演

◆ひたちなか市民会館　 ＴＥＬ／０２９（２７５）１１２２
■ＤＩＥ ＫＲＥＩＳＥ ベートーヴェン ピアノソナタ全３２曲演奏会　第５回
９／３０（日）１８：００開演
（問）横川 ＴＥＬ／０２９（２５１）２９０４

◆ギター文化館　 ＴＥＬ／０２９９（４６）２４５７
■北口功 ギターリサイタル ９／２（日）１５：００開演
■菅原英介 ピアノコンサート ゲスト：菅原洋一 ９／９（日）１５：００開演

◆ノバホール　 ＴＥＬ／０２９（８５２）５８８１
■第２３回つくば国際音楽祭ふれあいコンサート「バッハが街にやってきた」
９／２（日）１４：００開演
■第２３回つくば国際音楽祭 ベルリン・フィルハーモニー・ブラス・クインテット
９／２８（金）１９：００開演
■フェルメール・クァルテット ９／２９（土）１５：００開演

◆坂東市民音楽ホール・ベルフォーレ　 ＴＥＬ／０２９７（３６）１１００
■トルヴェール・クヮルテット ９／３０（日）１４：００開演
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次号は…
秋のコンサート・ラッシュ！

★前号ｖｉｖｏ１２６号チケット・インフォメーション欄にて、「茨城の名手・名歌手たち
第１８回」の開演時間を誤って１８：３０開演と記載しておりますが、正しくは１８：００開演で
す。お詫びとともに訂正いたします。

コンサートホールＡＴＭ
■渋さ知らズオーケストラ［会場：水戸市民会館 ＴＥＬ／０２９（２２４）７５２１］
８／１０（金）１９：００開演　料金（全席指定）：￥３，５００
■水戸市芸術祭　水戸ジュニアオーケストラ第３０回定期演奏会
８／１２（日）１４：００開演　料金（全席自由）：￥５００
■水戸市芸術祭　少年少女合唱祭
８／１９（日）１４：００開演　料金（全席自由） 入場無料
■高校生音楽講座ｉｎ水戸芸術館２００７
第４回「いま世界ではどんな音楽がつくられ、どこに向かおうとしているのか？」
８／２３（木）１７：００～１９：００ 参加費：１回券￥２００
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